
人事案件

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
次
の
方
を
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
会

一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

再
任

森
田
　
洋
子
氏

（稲
築
）

深
川
　
　
二貝
氏

（稲
築
）

新
任

中
嶋
　
時
夫
氏

（稲
築
）

山
口
　
朝
光
氏

（碓
井
）

意見書

過
労
死
防
止
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意

見
書過

労
死
が
増
加
す
る

一

方
で
、
そ
の
防
止
に
は
個

人
や
家
族
、
個
別
企
業
の

努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
の
で
過
労
死
に
関
す
る

調
査

。
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
総
合
的
な
対
策
を

行
う
こ
と
な
ど
３
項
目
を

盛
り
込
ん
だ
法
律
の
早
期

制
定
を
国
に
要
望
す
る
も

の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の

即
時
脱
退
と
情
報
公

開
を
求
め
る
意
見
書

国
民
に
対
す
る
十
分
な
情

報
提
供
や
国
民
的
な
論
議
、

合
意
形
成
も
な
い
ま
ま
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
を
続
け
る
べ
き
で

な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の

即
時
脱
退
を
決
断
す
る
こ
と

な
ど
２
項
目
の
実
現
を
国
に

要
望
す
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

福
岡
県
が
嘉
麻
市

・

熊
ケ
畑
地
区
内
産
業

廃
棄
物
安
定
型
最
終

処
分
場
の
掘
削
調
査

時
、
立
会
を
求
め
る

意
見
書

福
岡
県
が
産
業
廃
棄
物

安
定
型
最
終
処
分
場
掘
削

調
査
を
実
施
す
る
時
、
嘉

麻
市
議
会
、
嘉
麻
市
及
び

地
域
住
民
が
立
会
で
き
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

地
方
税
財
源
の
充
実
確

保
を
求
め
る
意
見
書

地
方
交
付
税
の
増
額
に

よ
る

一
般
財
源
総
額
の
確

保
に
つ
い
て
５
項
目
、
地

方
財
源
の
充
実
確
保
に
つ

い
て
７
項
目
、
計
１２
項
目

の
実
現
に
つ
い
て
国
に
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

ヨ豊

1目 願

嘉
麻
市
嘉
穂
地
区
公

民
館
足
自
分
館
の
移

設
に
関
す
る
請
願
書

現
在
の
嘉
穂
地
区
公
民

館
足
自
分
館
は
、
築
５０
年

を
経
過
し
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
た
め
、
来
春
廃
校

と
な
る
足
自
小
学
校
の
跡

地
利
用
と
併
せ
て
地
元
で

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
地

域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
強
化
、

地
域

の
活
性
化

の
た
め
、

足
自
分
館
を
廃
校
後
の
足

自
小
学
校
校
合
に
移
設
し
、

移
設
後
は
現
在
の
分
館
を

解
体

・
撤
去
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。
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